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１．概要 

 本ソフトウエアは単結晶の方位解析である。 

 手入力、ラウエカメラ解析結果、極点図解析結果から、結晶取り付け方位を計算し、 

    （ｈｋｌ）［ｕｖｗ］を算出、指定極点図の描画を行う。 

 例えば、 

Ｓｃｈｊｍｉｄ因子最大値［９，２，２０］方位への切り出し角度の計算 

  リガク「Ｘ線回折ハンドブック」掲載の標準ステレオ投影図 

  に利用可能 

２．起動 

 ＯＤＦＰｏｅＦｉｇｕｒｅ－Ｔｏｏｋｉｔ―ＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤｉｓｐｌａｙＴｏｏｌｓ 

  

  本バージョンより、同一カテゴリーから複数のソフトウエア軌道を可能にしている。 

 

 

 

 

 



３．ソフトウエア使い方 

 

 極点図指数選択   極点図（ＴＸＴ２）選択   手入力（ラウエ結果の） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 手入力、ラウエカメラ解析結果の入力、極点測定解析結果（ＴＸＴ２）ファイルの選択から 

 取付方位を計算する。この取り付け方位から指定する極点図描画や結晶方位の計算が行われる。 

 

 

 

 

 

 

 

結晶取付方位計算 

(hkl)[uvw]計算 

 

表示極点図指定 
RD方向変更 



４．極点図選択 

  ＣＴＲ付属極点データ（ＴＸＴ２）の選択 測定データの指数付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 極点図選択におけるパラメータは 

  ピーク間隔   指数付け最大紙数  誤差角度 

 

 

 

 

[文書の重要な部分を引用して読者の注意を引いたり、このスペースを使って注目ポイントを強調したりしまし

ょう。このテキストボックスは、ドラッグしてページ上の好きな場所に配置できます。] 

 

 

 

 

入力極点図（ＴＸＴ２） 
指数付け 

選択後、（ｈｋｌ）［ｕｖｗ］を計算し表示する 



４．１極点図表示 

 取付方位の決定後、極点図を指定し指数付き極点図を描画する。 

 

 

 極点図を選択  Ｓｅｔし、ＣａｌｃＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅにて描画する。 

  

  

４．２描画画面サイズ変更（複数の極点図描画ではサイズを小さくする） 

  



４．３ （９，２，２０）極点図 

 Ｏｔｈｅｒにチェックを入れ、Ｓｅｔする。 

描画でNDに近い指数の(α、β)を求め、［２０２９］方位の軸立てを行う 

  

 X軸はＳｏｕｔｈ方向 

       

 切り出し（α、β）が決定される 

 

 



４．４標準ステレオ投影図（０１１） 

 内臓されている全ての指数を指定しＡｌｌで描画する。更に追加（Ａｐｐｅｎｄ）も可能 

 

 

  

極点図の中心に［４０１］－＞ND方向の可能性が高い、RD方向に表示なし、指定した指数以外？ 

  



４．５結晶方位を求める。 

 極点図選択で、指数付けから結晶取り付け方位が計算されているので、 

 結晶方位（ｈｋｌ）［ｕｖｗ］の決定を行う。 

 複数の（ｈｋｌ）［ｕｖｗ］から選択し、Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃにおける複数の方位が計算される。 

 Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃにおいては、すべて同一である。 

 しかし、ＴｒｉｃｌｉｎｉｃからＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃに変換した場合、同一ではなくなる。 

 単結晶のＯＤＦ解析では、Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ解析で行う。 

 

 

  同一極点図が描画される 

 

 

 

NewCubicCODispに方位を継続し 

各種解析が可能 



５．ラウエカメラ測定結果の入力 

 ラウエカメラ解析時のＸ方向により、Ｓｏｕｔｈ、Ｅａｓｔを切り替える。 

 Ｅａｓｔ入力の場合、計算時にＳｏｕｔｈ変換が行われる。 

 

パラメータ 

 

 指数は関係なし 

 方位と位置（α、β）を入力 

  

 

 



５．１データ入力 

  

 

 

 他の指数入力計算でも、同一極点図が表示される。 

取付方位が決定されれば、極点測定データと同様に、［９，２，２０］方位や結晶方位解析が可能 

 



５．２ラウエカメラデータから［９，２，２０］方位計算 

 

 ラウエカメラ解析結果   極点図解析結果 

   

 指数は異なるが、（α、β）角度は同一です。 

 

 

 



５．３結晶方位解析 

 

ラウエカメラ解析結果 

 

極点図解析結果 

 



６．解析結果とODF図 

  

 一致しています。 

  

 

 

 

 

 

 



７．ＯＤＦ、ＴｒｉｃｌｉｎｉｃとＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

方位の対称性チェック（Ｄｉｓｐ：Orthorhombic、ｔｒｕｅＯＢＲ：Triclinic） 

 

 

       

 



７．１ Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ 

  

 

 

 

 どの方位からでも［９２２０］方位切り出し角度は同一結果になります。 



７．２ Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

  

 

 

 

 右側が一致しないため、Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ解析では方位の切り出しには適さない。 



注意 

 本ソフトウエアでは、複数の極点図が表示されるため、ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅソフトウエアの 

 ＴａｓｋＫｉｌｌを使用してください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．ＮＤ ｒｏｔａｔｅの使い方 

 ラウエカメラなどで測定した結果では、基準方向が右手に表示される事があります。 

  

入力は 

 

Ｅａｓｔ入力値をＳｔａｃｋへ退避 （初期値をＮＤrotateに使用するため） 

 

極点図では、X方向は－ＴＤ方向になっている 

 

 

 

 

 



 

X方向を RD方向に変更 

退避（ｓｔａｃｋ）した方位を復活しＮＤを-90度回転し方位計算 

 

 

 

  

 

 

 



９．指数表示時、等高線をドットに変更し高速化 

 

  

  

 


